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重要課題2重要課題2

グローバルに通用する能力を備えた、多様な人材の育成を
加速化しています。若手社員は、自分のコアとなる専門能力
とタフな精神力、語学力を習得します。若手社員のためのOT
研修では、海外事業体で現地スタッフとともに特定テーマを
遂行し、海外での仕事の仕方を学びます。

また、技術学園生も継続的に英語習得に取り組み、海外研修で
は現地大学生とのコミュニケーションや交流を行っています。

アイチグループでは、2012年度から国内・海外のグループ
会社との更なる連携強化と自律化推進を目的に、「アイチグ
ローバルミーティング」を毎年開催しており、国内外のアイチ
グループ役員・スタッフが一堂に会し意見交換するなど、
ハード(モノ)とソフト(人)両面でのグローバル化に取り組ん
でいます。
2015年度は「コミュニケーション」をメインテーマとし、第１
回以来となる藤岡社長講話、および今回初となる外部講師講
演を取り入れると共に、グループディスカッションによる本社・
子会社のコミュニケーションの取り方や仕事の進め方などに
対する課題や気づき、進むべき方向性などを活発に議論する
ことで、互いの理解を深めると共に更なる連帯感の醸成に努
めました。
当社グループ結束力強化やグローバル人材育成・交流の活
発化による連結経営力強化をねらい、今後も継続開催してい
きます。

若手社員が海外で働くことの面白さ、やりがいと、その裏側
にある苦労、努力を学べる場として、グローバル講演会を開
催しています。
海外での仕事の仕方や、それぞれの国の文化まで理解でき
るよう、海外グループ会社で根を張って業務に従事し、現地
スタッフからも慕われる海外赴任経験者を講師として選抜し、
若手社員とのディスカッション形式で毎回、議論が盛り上がっ
ています。

アイチグループは、産業医、保健師、看護師、健康管理スタッ
フが一体となって、グループ全従業員の健康維持・増進を
図っています。2015年度は、メンタルヘルス活動、生活習慣
病予防活動、海外赴任者の健康管理支援活動を重点課題に
掲げ、計画的に取り組みを推進しました。

15年度は休業災害ゼロを目標に、重大災害に繋がるリスク
の高い作業の改善を行い、作業手順書（ルール）の作成・見直
しを実施しました。また、構内事業所とのコミュニケーション
強化を図り、困り事の吸い上げがしやすいよう支援体制の見
直しを行いました。さらに「火災・爆発」事故の再発防止を図り
ながら、安心・安全の再構築を推進します。

職場での安全を確保するための「安全な場づくり」は、リスク
アセスメントを実施してランク付けを行い、危険度の高いD・
Cランクの排除を進めています。
災害要因別に3ヶ年計画を立案して進めており、15年度は昨年に
引き続き、「挟まれ・巻き込まれ」「人と車両の分離」「感電防止」
について取り組みを展開しました。さらに、2棒鋼の爆発事故を
受け、全社の燃焼炉の危険度を再評価するとともに、燃焼炉の
フェールセーフ機能の追加などの再発防止を進めています。

安全啓蒙活動の一環として、日常業務に直結した危険を体感
できる「体感道場」を開設しています。工場内で起こりうる
様々な危険をデモ機を通して自ら体感することで、危険感受
性の向上を図ります。15年度は約1100名の受講がありまし
たが、段位認定制度を設けることで受講率のアップが図れま
した。さらに、燃焼炉メカニズムや怖さを体感できる燃焼体感
訓練機の導入を計画しています。

アイチグループでは、従業員の「心の健康」を維持するために、
各種教育、ストレスチェックに基づく個人別ケアを行い、メン
タル不調者の発生未然防止に努めています。
２０１５年度は、労働安全衛生法改正に先立ち、ストレスチェッ
クを実施し、希望者全員が産業医の面接を受けるしくみとし
ました。また、精神科顧問医とも連携、「出張相談会」を継続実
施し、早期発見・早期ケアに取り組んでいます。今後も、管理
監督者との連携をとりつつ、「何でも言い合える風通しの良
い職場環境」づくりを推進し、メンタル不調者の発生未然防
止、早期発見・早期ケアを図っていきます。

安全衛生の基本的な考え方

人材育成 社員の健康・安全

OT研修参加者の声（AITで研修した若手社員）

研修前は初めての海外赴任や現地スタッフとのコミュニケーションに不安ばか
りでしたが、「先ずはやってみよう！」と自分からチャレンジすることで、新鮮で充
実した毎日を過ごすことができました。英語でのコミュニケーションに加え、タ
イ語も少しずつ覚えて、現地スタッフとの交流を深めることができました。
今後は、OT研修で身につけた異文化経験、語学力、チャレンジ精神をグローバ
ル連結での収益力向上に活かせるよう頑張ります。

経理部　原価管理室　森　亮輔

現地スタッフと

VOICE

１．「心（しん）・頭（ず）・体（たい）」の強化
心 ： 安全を求める強い信念と緊張感
頭 ： しっかりと観察し真因を考え抜く
体 ： パワフルな行動力、ひたむきな徹底力

２．見える化と徹底
問題（悪いこと、悪い状態）の見える化
良いこと（改善事例、知恵、経験）の見える化
標準（基準）、変化点等状況の見える化

活動の基本
総合安全衛生管理に軸足をおき、愚直に改善

“オールアイチで災害ゼロ”を目指す

15年度は、毎月の工場安
全衛生会議に代表安全管
理者が出席。日常の安全
マネジメントを現地、現物
で指導し、休業災害ゼロ
達成に向けた取組みを全
社で展開しています。
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代表安全管理者のフォロー会

休業災害度数率

安全な場づくり

気付き道場、体感道場による安全人間づくり

グローバルに活躍できる人材の育成

グローバル講演会（７月）
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